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気になる企業とのコラボセミナーVol.4 
CONNECTION が考える｢ニート･ひきこもり｣ 働き方の新たな視点 
参加者アンケート（結果） 

新潟県長岡地域振興局 企画振興部 

開催日： 2023（令和５）年６月８日（木）13:30～15:15 

講 師： コネクション 代表 結城 靖博 氏、マネージャー 永井 晴喜 氏 

参加者： 22 名（小千谷市 1､柏崎市 1､胎内市 1､支援機関等 3､新潟労働局 2､新潟県 3､柏崎地域振興局 1､上越地域振興局 1､長岡地域振興局 9） 

回答者： 12 名（アンケート回収率：54.5％） 

 アンケート結果                              

Ｑ．参加した理由 

（担当業務に関連があるため） 

 担当するニート・ひきこもりケース支援のヒントを得
たかったから。 

 相談業務を行っており、「ニート・ひきこもり」の方の

対応も現実に行っているため、興味があり申し込みを
させていただきました。 

 当センターにも発達障害の方の就労相談が多く寄せ

られており、そういった方々含め、ニート引きこもり
の方々への就労支援をどのように行なっているかお話を聞いてみたいと思ったため。 

また、空き家の利用の仕方についても非常に興味深かったため。 

 若者の就労支援を行っております。働き方にも多様性が求められるようになり、今回のテーマ「働き方
の新たな視点」についてお話を伺いたいと思い参加いたしました。 

 ひきこもり、発達障害の相談が増加し、就労希望のある方が多いため、どのような取り組みがあるかを

学びたいと思い参加しました。 
 担当する生活保護においては、メンタル不調やコミュニケーション障害などの課題を抱え、就労支援を

実施してもなかなか就労意欲につながらない被保護者がみられる中、ニートやひきこもりの方々の多様

な働き方を支援し、「全ての人に働きやすさを提供する」ことを目的に活動されているＣONNECTION の
取組に興味を抱いたため。 

 柏崎市では、ひきこもり支援センターを設置し、ひきこもり当事者や家族の支援に当たっています。就

労を希望する方もいますが、パート、アルバイトなど、短時間であっても難しい方が多く、内職の供給
がもっと増えればと感じています。福祉の支援とも異なる民間企業であり、内職の斡旋などを通してニ

ートやひきこもりの方の多様な働き方を支援してされているとのことで、お話を聞いてみたいと思い、

参加しました。 
 ハローワークの相談業務において実際にニートとして過ごしていた方のリアルな体験を聞くことで実務

に活かせると考えたため。またニート・引きこもりを支援している事業所の視点を相談に取り入れたか

った。 
 業務の中で悩むニートのヒントが得たかった。 

（企業としての取組に興味があった） 

 ニートやひきこもりと言われる方々に対する企業の取り組みに興味があった。 
 ビジネスで社会課題を解決するという独自のアプローチで展開する企業に関心があったため。 

 "『「ニート・ひきこもり」働き方の新たな視点』タイトルに惹かれました。 

 生活困窮世帯には、「ニート、ひきこもり」のカテゴリーに属する方がいらっしゃるケースが多く、課題
解決の社会資源として「空き家ニート」をどのように運営をしているのか聴いてみようと思いました。 
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Ｑ．満足度 

 回答者全員が「満足」と回答 

とても満足 7 58.3%
満足 5 41.7%
普通 0
やや不満 0
不満 0

※割合は回答者12名を母数としています。

100.0%

 

 

Ｑ．最も印象に残った内容をお聞かせください。 

 働く当事者の方達の、働くことへの考え方、ニーズを丁寧に聞き取っていることや、その方達の強みを
活かした働き口を開拓していくといった視点がとても素晴らしく、考えさせられた。 

 働きたいのか？どんな生き方がしたいのか？と本人に聞いた上で、一般的になっている価値観に囚われ
ず相談を進めていること。 

 仕事とのマッチングについての質問に対し、「その方がやれる仕事を取ってくる」とお答えいただいたこ
とです。現状では、求人に人をマッチさせることが主体となっているので、こういったアプローチが新
たな視点だと感じたからです。また、10 年ニートをしていたことが希少価値という捉え方も印象に残り
ました。 

 ニート経験者のお話も貴重でした。全国でニート・無職を合わせると 100 万人にもなると、個人の問題
でなく社会問題であり、社会と繋げる機関として大事な役割を果たしていると思いました。 
ビジネスとして展開しているので、当事者の経済的な自立にも繋がりやすいし、本人のペースに合わせ
てステップアップしていけるのも良いと思いました。 

 （結城さん）本人の特性や希望に合わせた仕事を探す、働きたい人に企業の側を寄せていくということ。
自分らしい生き方を一緒に探っていくということ。 
（永井さん）ニートであった頃、自宅で家事などもしていた。外で働いてはいないが、御自身なりの役
割を感じ、生活は成り立っていたということ。 

 ・ビジネスで社会問題の解決をはかる姿勢。 
・その人の能力にあった仕事を営業で開拓する。 
・ニート／ひきこもり体験は希少価値。その人の強みになる。 
・企業の視点も変えていく必要性があるのではないか？ 
・更生保護等では、挫折した経験の少ない人が支援にあたっているが、本当に寄り添うということはで
きるのか？ 

 結城代表の「内職斡旋」という、ひきこもり・ニートに配慮した仕事内容から、アルバイト、社会参加
につなげる、自分らしい働き方を一緒に模索するビジネス（取組内容）が大変ユニークで印象に残りま
した。また、ニート歴 10 年の永井さんの「ニートの体験談」も大変貴重なお話でした。永井さんのおっ
しゃるとおり、ＣONNECTION のような会社が増えれば社会が変わると思います。 
 これからもニート・ひきこもりに寄り添ったビジネスがさらに発展していくよう、ご活躍を期待します。 

 ・ニート・引きこもり個々人の能力を面談等により把握し、それに合った仕事を提供していること。 
・「ニート歴 10 年」という点に着目し付加価値をつけて PR するなど、ビジネスの相手方に対する見せ
方に工夫をしていること。 
・空き家ニート（シェアハウス）が、中心市街地の活
性化にも寄与していること。 

 業務内容が多彩で、自分の得意な部分を活かしながら
働く経験ができる事が魅力。出会う人によって人生が
変わる（結城さんと永井さんと樋口さんの関係も含
め、これから「CONNECTION」を利用する方たちの
人生も変わっていくのではないか）。 

 常に疑問を持ちながら取り組む姿。これからの内容が
印象に残りました 
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Ｑ．ご意見・ご感想 

 「気になる企業とのコラボセミナー」Vol.1 から気になっていましたが、ようやく参加することが出来
ました。貴重な機会をいただきありがとうございました。 

 講師との距離も近く、たいへん有意義なセミナーでした。ありがとうございました。 
 有意義な機会をいただきました。ありがとうございました。 
 自分の価値観をアップデートするきっかけになりました。ニートの経験も希少価値になるなど、物事を

見る視点も沢山教えていただいたと思います。ありがとうございました。" 
 セミナーの準備・開催お疲れさまでした。今回は「ニート・引きこもり」を前面に出したせいか、ほと

んど福祉保健関係者のみ参加でした。「ニート・引きこもり」に限らず、外国人や LGBT など多様な人々
を巻き込んで労働力の確保や地域課題の解決を行うことは、農林振興部、地域整備部、教育事務所など
様々な分野でも必要であることから、募集（声掛け）に当たっては、もう少し工夫してもよかったので
はと感じました。 

 日頃、ひきこもり当事者や家族の支援をしていますが、実際に就労につながる方は多くはありません。
しかし、障害年金、生活保護なども含め、つながりさえあれば何とかなる、生きていけると思っていま
す。本人が劣等感や罪悪感を持ったり、自分を否定したりすることなく、豊かな人生を送ることができ
るよう（自分の人生は悪くないと思えるよう、）、その人なりの働き方、その人なりの豊かな生き方を応
援していこうと改めて思いました。 

 現在「８０５０」問題の現実を抱えた方の相談も行っております。 
若い方が早い段階で社会とつながり、相談できる場所を知ることは、非常に本人の安心感にもつながる
と思いますし、家族も相談しやすい内容だと感じました。 
一人でいくつもの作業をこなしながら働く会社のほうが多く、「複数の業務をこなすのが苦手」と言う方
は採用に結び付きづらい時代です。不採用を繰り返すことで、面接への恐怖心や働くことが怖くなり、
引きこもりの原因にもつながっていると感じます。ハードルを下げ、少しでも社会とつながっていると
いう事が重要ではないかと思います。 

 お話を聴いてもっと知りたくなりましたので、機会を見つけて見学させていただこうと思っています。 

総括 

・ 満足度 100% 

・ 実際にニートやひきこもりの対応をしている方々に参加いただけた。 

・ 結城氏の考え方（視点）に共感し、新たな価値観を得た様子。 

 


